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● 取付・設置をされる方の安全と使用者の安全確保のため、この取付・設置説明書をよくお読みに
なり、安全で正しい設置を行ってください。

● 本説明書はアイレベルバーのものです。その他のキャビネットはそれぞれに添付する取付・設置
説明書をご覧いただき、正しい設置を行ってください。

● この取付・設置説明書に記載されていない方法で設置され、それが原因で故障等を生じた場合は、
商品の保証を致しかねますのでご注意ください。

● 設置完了後、各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。

取付・設置をされる方へのお願い

１．安全上のご注意

　　　安全上のご注意  ２

２．工具及び付属部品の確認  ２

３．取付・設置手順

　　（１）取付の種類  ３

　　（２）桟（さん）の取付け及び強度確認  ３

　　（３）取付前の確認  ３

　　（４）取付前の準備  ４

　　（５）取付け方法  ４～６

４．点検

　　（１）安全点検  ６

５．完了後の処置

　　（１）商品の養生について  ７

　　（２）取扱説明書の保管・引渡し方法  ７

６．残材処理

　　（１）梱包材その他残材の処置  ７
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●取付・設置の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しく設置してください。
●表示内容を無視して誤った設置をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、
　説明しています。         

１．安全上のご注意

この表示の欄は「取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うことが想定さ
れるか、または物的損害の発生が想定される危害・損害の程度」をいう。注意

この表示の欄は「取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う
ことが想定される危害の程度」をいう。警告

● お守りいただく内容の種類を、次の図記号で区分し、説明しています。

このような図記号は、製品の取扱いにおいて、その行為を禁止する
図記号です。

このような図記号は、製品の取扱いにおいて、指示に基づく行為を
強制する図記号です。

警　告
● 取付ネジは、締めすぎて空回りし
たり、ネジ頭をとばしたりしない
ように確実に固定する。

 アイレベルバーが落下して、けがをする
 おそれがあります。

●ブラケットを取付ける面（壁面、
吊戸棚底板）の芯材の位置を確認
し、必ず芯材に固定する。

● 取付ネジは必ず製品に同梱して
いるネジを使用する。

＜取付・設置に必要な工具＞

● 部品の確認を行ってください。
※ 取付ネジ、ボルト以外は組み込まれた状態になっています。

　２．工具及び付属部品の確認

●ドリル（φ 3、φ 5.5）● プラスドライバー
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（１） 取付の種類
 このアイレベルバーは、吊り戸の底及び壁面に取付けることができ、取付方法は２種類
 あります。

 　 吊り戸の底に貫通穴をあけてボルトで取付ける方法。
 　 壁面に木ネジで取付ける方法。

（２） 桟 ( さん ) の取付け及び強度確認
 壁面に木ネジで取付ける場合は、取付金具を取付ける位置に下図に示すような桟を埋め込ん
 でください。桟木は厚さ 40mm以上、幅 100mm以上のものを使用してください。

l 

（３）取付け前の確認
 ①　壁面に取付ける場合は壁面に凹凸がないか確認してください。
 　　凹凸面に取付けを行いますと、パイプが変形しアイレベル収納ラックが取付かなくなる
 　　場合があります。
 ②　調理機器の真上には設置しないでください。
 　　必ず調理機器から 150mm以上離して取付けてください。

 　　また、シンク天面からは 400mm以上離して取付けてください。
 　　アイレベル収納ラックが取付かなくなります。

l

アイレベルバーの重量とアイレベル収納ラックの収納ラック重量（下表）を
かけたときに桟木が落ちないだけの強度を持たせる。

＜桟木必要耐荷重＞

警　告

　３．取付・設置手順
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（３） 取付け前の確認（続き）
 ③　アイレベルバーを取付ける位置（壁面内部）に芯材が通っている事を確認してください。
 　　芯材のない位置には絶対に取付けを行わないでください。

アイレベルバーを取付ける面の下部に窓がある場合は
ガラス面と壁面の間を 150mm以上あけてください。

 ④

（４） 取付け前の準備
 あらかじめセットされているアイレベルバーを分解してください。
 ①　ブラケットを全てパイプから抜いてください。

 ②　各ブラケットの「ブラケット止めネジ」をはずして「取付金具」を取り出してください。

 ③　部品が揃っているか確認してください。

（５） 取付け方法
 ①　「取付金具」の取付穴位置を正確に測ってマーキングしてください。

＜各機種別ブラケットピッチ寸法＞

　３．取付・設置手順（続き）
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（５） 取付け方法（続き）

＜取付方法別ブラケットピッチ位置注意＞

 ※　取付けの際の注意
 １）「取付金具」は全て直角に下穴をあけ取付けてください。
　　　　直角がでていませんとパイプが取付かなくなります。

 ２）アイレベルバーは傾斜させて取付けないでください。（必ず水平に取付けてください。）
 　　アイレベル収納ラックが取付かなくなったり、アイレベル収納ラックに品物をのせた時、
 　　落下事故の原因となり危険です。

吊り戸の底に貫通穴を開けてボルトで取付ける場合

※１　壁面から奥側のビス穴位置まで 30mm以上あけてください。
※２　ブラケット側の下部に出窓枠などがある場合は、枠から
　　　ビス穴位置まで 30mm以上あけてください。

壁面に木ネジで取付ける場合

※３　吊り戸底面から上側のビス穴の
　　　位置まで５６mm以上あけてくだ
　　　さい。

 ②　マーキング位置に下穴をあけてください。

＜下穴寸法表＞

 ※　必ずマーキング位置に芯材が通っている事を確認してください。
 　　　 は貫通させないように注意してください。

 ③　「取付金具」の付属のビスで取付けてください。

水平

　３．取付・設置手順（続き）
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（５）取付け方法（続き）
 ④　「中間ブラケット」（HLA-60 には「中間ブラケット」はありません）に２本のパイプ
 　　を通し、「左右ブラケット」をパイプの端にはめてください。

 ⑤　壁面又は吊り戸底面に固定された「取付金具」に④で組み立てたバーセットをはめて
 　 ください。

（吊り戸取付） （壁面取付）

 ※　はめ込む際は各ブラケットの方向に注意して行ってください。（上図参照）

 ⑥　各ブラケットを「ブラケット止めネジ」（Ｍ５×１６）で止めてください。

（１）安全点検
 ・ 取付・設置完了後、必ず各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。

　３．取付・設置手順（続き）

４．点検
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　メ　モ
（１）商品の養生について
 ・ 製品および組込機器などは、お引渡しまでの間、キズや汚れがつかないように覆いをして

ください。

（２）取扱説明書の保管・引渡し方法
 ・ 製品および組込機器等の取扱説明書は、とりまとめて保管し、お引渡しの際、不足のない

ことを確認してお客様にお渡しください。

5．完了後の処置

6．残材処理

（１）梱包材その他残材の処置
 ・ 不要部材を処分する場合は、必ず公的許可を受けている業者に依頼してください。
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